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第11次鳥獣保護事業計画等の策定について（報告）

１　各計画の対象期間等（別紙１）
（１）計画期間：平成25年4月1日から平成29年3月31日まで
（２）対象地域：岩手県全域（ただし、国指定鳥獣保護区を除く。）
（３）計画の目標：鳥獣保護、農産物や生活環境被害の防止、狩猟の安全確保・適正化など

２　第11次鳥獣保護事業計画について（別紙２）
　　○　「鳥獣による農林水産業や生活環境への被害防止」に重きを置いて、「鳥獣と人間とが共生できる環境」を構築する。
　　○　鳥獣保護区や休猟区の指定について、鳥獣による農産物や生活環境の被害が発生している地域では区域縮小や指定の見送りを検討する。
　　○　食用とされる可能性が高い野生鳥獣の肉について、放射性物質検査を継続して県民へ情報を提供する。
　　○　生息数が大幅に増減している、もしくは農林水産業や生活環境に大きな被害を来たしている鳥獣については、特定鳥獣保護管理計画を策定して個別の施策を講じる。現在本県では、ツキノワグマ、ニホンジカ及びカモシカに係る特定計画を策定している。
３　特定鳥獣保護管理計画について

（１）第３次ツキノワグマ保護管理計画（別紙３）
　　○　捕獲上限の範囲内で狩猟捕獲を優先し、狩猟自粛を基本的に求めない頭数管理を行う。
　　○　伝統猟法の保全を目的として、猟期が終了しクマが冬眠から覚める春季（3月～5月）の捕獲を、地域を限定して認める。
（２）第３次カモシカ保護管理計画（別紙４）
　　○　捕獲による被害防除を実施しようとする市町村においては、効果を判定するために必要な調査を行うことを義務付ける。
　　○　定点カメラ等を用いて、可能な限りカモシカ被害とシカ被害とを区別する。

４　今後の対応

　　平成25年度に、捕獲強化による農林業被害の軽減と自然植生被害の抑制に重点をおいた第４次ニホンジカ保護管理計画を策定する。

